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１．プレイスメイキング等の実証実験の実施内容 

活動名 Belinda Loungeとウォーカブルキッズマップを作る 

主催者 Belinda Nursery School 

主催者住所 東京都千代田区一番町 22－3アデックス一番町２F 

実施エリア 番町周辺 

活動の目的 ・千代田区は定住人口の増加が期待される地域で、公園が多く子育てがしやすい地域

となっている。 

・私たちは公園で安全に楽しく遊べるこどものウォーカブルなまちづくりに寄与した

いと考えている。 

活動の概要  毎月 1 回、番町地域の各公園で当園の保育士が乳幼児の親子向けのあそびのひろ

ばと、子育て中のパパママへの講座を開設。 

 保育園では公園で遊ぶ時、出入り口の数・死角になる場所・水飲み場やベンチの有

無・遊具の有無・樹木や植物の種類など事前にチェックしてこどもの安全性や育ちに

応じて遊びを行う。 

 子育て中の家族が公園を楽しく利用できるよう保育士の観点からチェックする項目

をたてて、ウォーカブルキッズマップをあそびのひろばに参加した親子と一緒に作

成する。 

 各回、公園集合で２～３時間 当園の保育士等 2名で実施。 

実施 

スケジュール 

企画 

段階 

 以下の様に活動を実施することを企画。 

【第 1回】11月 10日（金）東郷元帥記念公園 

【第 2回】11月 24日（金）五番町児童遊園 

【第 3回】12月 8日（金）外濠公園 

【第 4回】12月 20日（水）千鳥ヶ淵公園にて実施。 

 1月末までにマップを作成。 

準備・ 

施行 

段階 

 第 1回のチラシを印刷して、10月4日に千代田区へ提出。SNS、掲示板にて掲示。 

 第2回～第4回のまとめたチラシを 11月 1日にラミネートして千代田区役所へ提

出。SNS、掲示板等にて掲示。 

実施 

段階 

 第 1回：参加者なし（事前申込 1件） 

 第 2回：参加者なし（事前申込 1件） 

 第 3回：1名（事前申込 1件） 

 第 4回：2名（事前申込 1件） 

実施体制  プロジェクト実行者：2名 

 こどもの体の動かし方について指導：1名 

 公園マップの作成：1名 

広報活動の内容  千代田区広報誌、掲示版、SNS 

 ベリンダ保育園のインスタにて配信。 
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２．プレイスメイキング等の実証実験の実施状況 

公園での親子遊び・観察の様子 公園での観察事項の振り返り 

  

ウォーカブルキッズマップ（東郷元帥記念公園） 
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ウォーカブルキッズマップ（五番町児童遊園） 

 

ウォーカブルキッズマップ（外濠公園） 
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ウォーカブルキッズマップ（千鳥ヶ淵公園：西側） 
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３．実施の効果 

ウォーカブルキッズマップづくりの活動を通して、公園での遊び方・安全な公園の利用の仕方といった気づき

が生まれるか【実験参加者を対象としたアンケート調査より】 

〇活動の参加を通して、1名が公園の遊び方の視点から発見があったと回答、2名が公園の安全な使い方の

視点から発見があったと回答。 

  

図 活動参加を通した公園の遊び方の発見 

（n=2） 

図 活動参加を通した公園の安全な使い方の発見

（n=2） 

ウォーカブルキッズマップによる情報提供により、公園に対する意識は変化するか【千代田区居住・勤務の子育

て世帯を対象としたWEBアンケート調査】 

〇作成したウォーカブルキッズマップによって提供された情報について、7割の方が「満足・やや満足」と回答。 

〇このウォーカブルキッズマップが配布されることで、8割の方が公園の利用頻度が高まる、目的に応じて公

園を使い分けるようになると回答。 

 

図 ウォーカブルキッズマップの評価（n=100） 

  

  

子育て公園マップによる公園の利用頻度の変化

（n=100） 

子育て公園マップによる公園の使い分けの意識の変化  

（n=100） 
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４．実施上の課題 

活動を進める 

上での課題 

企画 

段階 
 ウォーカブルの趣旨がわからず、企画の検討に悩んだ。 

準備 ・

施工 

段階 

 効果的な周知の方法がわからなかった。 

実施 

段階 
 マップが固定するまでに時間がかかってしまった。 

 

５．収支状況 

実際の収支状況 

【収入総額：50万円】 

 千代田区活動支援金：50万円 

【支出総額：50万円】 

 講師の人件費：16万 

 マップ作成費：9.5万 

 WEBアンケート調査費（※）：24.5万 

※効果計測のための調査については、活動の参加者を対象に実施。ただし、活動の

参加者が少なかったことから、効果計測が十分でないと判断し、追加で千代田区

在住、もしくは在勤のファミリー層を対象にWEBアンケート調査を実施した。 

 

 


